20130512　1部礼拝
仕える神の国（ルカ22:22-34）
　たまに誘拐をテーマにした映画が上映されるときがあります。ある日突然、とても愛している子どもが誘拐されるようになります。そのときまでは裕福な家庭で、お父さんは社会的に非常に地位のある人であり、また能力のある人で、お母さんもキャリアウーマンみたいな人で、ものすごくインテリな人の場合がほとんどです。今まではそのようなことを誇りにし自慢にして暮らしてきました。突然、娘が誘拐された場合はそのすべてがいっぺんにして変わり、今までの肩書や裕福さなどは今までのようには存在しません。一点にすべてが絞られます。どうしたら娘を助けることができるか。そのためにもし私が今持っているこの肩書が役に立つものであればそれに使います。もしこれが邪魔であれば捨てます。すべてが誘拐されたことによって今までのことが一変して、その誘拐された娘を助ける娘に集中し、それが中心、基準になってすべてが整理されるようになるということです。映画などを見ながらそのように感じたりしています。東北大震災のときにも停電などがありました。いきなり停電になると停電の前の暮らし、雰囲気などは残りません。一変してしまいます。今まではテレビを見るのが楽しみだったかもしれません。またご飯を食べようか、なにをどうしようかといろいろなことを気にしていたでしょうが、停電になったその瞬間から一つにすべて絞られます。「懐中電灯はどこにあるのか。ろうそくはどこだったっけ」それに全部絞られてテレビを見るとかご飯を食べるとかではなくて、その懐中電灯を中心にしてそこに集まって「どうしよう」となるでしょう。そのように、今までのことがガラリと変わってしまうということを私たちは見て、また経験しています。私たちの人生、生き方も同じです。今までイエス様のことが分かっていませんでした。聞いたこともないかもしれません。あるいは聞いて信じたとしても本当にイエス様がどのような方なのかよく分かっていなかったかもしれません。その状態でなにかがあって「これがよい。これが悪い。これをすべきだ。これは止めるべきだ」といろいろなことがあったかもしれません。でもある日、イエス様が本当に救い主でありキリストなのだと分かったなら、すべてが一変されるようになります。すべてがガラリと変わるしかないし変わらないといけません。残念ながらイエス様に従ってイエス様を信じるといのちをかけて従っていた弟子たちもその部分がまだ変わっていないという面がありました。

今日、礼拝を捧げているレムナント教会の兄弟姉妹の皆さんは「イエス様が本当にキリストならば」このことを自分自身に問いかけてみてください。それに真正面からぶつかってみてください。それで本当にそうであれば変わらないといけません。今までと同様であってはいけません。また世の人々と一緒であってはいけません。必ず変わっているはずだし、私たちも変わらないといけないという意識を持たないといけません。そうすることによって、クリスチャンにのみ許されている奇跡と神の答えと祝福を味わうようになります。今日の聖書の箇所を見ると、先週申し上げましたようにイエス様が最後の晩餐を守るようになりました。最後の晩餐というのはもうじき十字架に引き渡されるようになるということでしょう。そのタイミングで弟子たちがなにをしていたのかというと、この中でだれが一番偉いだろうかという論議をしていました。それで争っていたと書いてあります。「たぶん、もうそろそろ私たちが期待していたときが来るのではないか」と彼らが今想像しているのとイエス様がおっしゃっていることと全く違います。それまでペテロは実は一番信頼されていた弟子だったでしょう。あるいは「でも私が仕事、雑用などは一番いっぱいやっていました」とそれぞれイエス様に従ってやっていたことを取り上げて「だから、私の方がもっと上じゃないのか。私の方がもっと良い地位に就くべきではないのか。いや違う」などと争うようになっていました。もうじきイエス様は十字架にかけられるところなのに。そこでイエス様が彼らにおっしゃいました。「異邦人の王たちは人々を支配し、」つまり、偉い人になれば、高い地位に、偉くなればとそれに付いてくる自分のためのメリット、自分のための力。権力などがたくさんあるので多くの人が高くなりたい、高い地位に就きたい。偉い人になりたいと必死です。それで人々の上に権威を持つ者は守護者と呼ばれています。そういうことが好きなので。世の中はそうです。世の人々はそうでしょう。でも、あなたがたはイエスさまを信じて「イエス様がキリストです」と告白する者でしょう。そうならば、あなたがたは神の国の支配者であり、神の国の者です。神の国ではそうではありません。今まではそれが通用してそうだったかもしれませんが、変わっているはずだし変わらないといけません。神の国ではそうではありません。あなたがたは一番偉い人、そのような地位、肩書などももちろんあります。神の国を治めるように、イスラエルの十二部族を支配するような権限も与えられるとおっしゃっています。しかし、それは世の人々が考えているようなことではなく、一番偉い人は一番年の若い者のように、治める立場の人は仕えるような者でないといけないとおっしゃいました。違います。変わらないといけません。今、娘が誘拐されているのに今までどおり「私は社長だ。国会議員だ。なにが」としていてはいけないのではないかということです。今までは知らないで偉いこと、肩書があること、高い地位に就くこと、それで権力がついて多くの人に良い待遇をされることなどが好きで、それがうれしくてそうしていたかもしれません。実は一般的には権力が与えられるというのはそのことのためではないのですが、世の中の人々はそのような考え方をします。でも、あなたがたはその中でイエス・キリストと出会ったのではないでしょうか。停電したように、娘が誘拐されているような場合は、今までのすべては一変して変わらないといけません。仕えるものになりなさい。神の国は偉ければ偉いほど、豊かになっていればなっているほど、権力があればあるほど、才能があればあるほど、それをもって他の人、兄弟姉妹に仕える国です。勘違いしないようにとおっしゃっています。でも、実は今弟子たちが、すべてを捨ててイエスに従っていた弟子たちでさえ、その勘違いから自由になっていません。たぶん、とても難しい部分かもしれません。でも、この部分が変わってこの意識をしっかり持って仕える者として生きていかないと長く続きません。それでイエス様が今おっしゃっているのは「だれがもっと偉いのか。だれがもっと大きい者なのか」と争っている弟子たちに向かって「それは無駄なことであり、それは勘違いだ。いらないものだ。それはマイナスだ。あなたがたは仕えるものになりなさい。神の国は仕えるところです。神の国の法則、生き方は、神の国においての姿勢は仕えることだ」とおっしゃいました。

それでイエス様が「仕えるものになりなさい」とおっしゃいましたが、それはどういう意味なのでしょうか。どのように生きることでしょうか。どうすればそれができるのでしょうか。そして、神様の本物の祝福をいただいて神の奇跡を見る主人公になることができるのでしょうか。それは「仕えるということは今までは知りませんでしたが、今は分かりました。人生において一番大事なこと、最も重要なことがなにか分かりました」ということです。それが仕えるということです。今まではお金が一番大事、社会的に出世すること、あるいは人の愛情などが一番大事で最も重要なものだと思っていましたが、イエス様がキリストだと分かったときから、一番重要なものが何なのか変わりました。正しく分かりましたということです。ある意味、ここで細かくはおっしゃっていませんが、イエス様は今このように弟子たちに語っていらっしゃるようです。世の中の人々、人々の今の状況や姿をしっかりと見つめなさい。目を開いて目を覚まして見てみなさい。皆がときには成功したと思っているけれども、それが本当に成功でしょうか。裏では虚しく人生は穴だらけで壊れていっているのではないか。ある人は生まれたときからの精神的な問題、霊的な様々な問題を抱えて、周りからは「あれは最初から呪われた人生ではないのか」と思われるような問題を抱えて苦労して悩み、しかし、どうしようもなくてさまよっているのではないか。世の中を見なさい。多くの人が偽物の神、偶像、サタンに騙されて偶像崇拝、宗教にのめり込んで、それに捕らわれ人生、家系代々壊れていくのが見えないのか。それによって世の中の人は知らないでしょうが、社会が壊れ、国が災い、自然災害、戦争に遭うということがあなたがたには見えないのか。人々は皆疲れて重荷を負って人生を歩いているのです。希望も安らぎもなく本当の幸せなどはまったくない、それは階級、肩書、財産の程度などとは関係ありません。それを見なさい。なぜでしょうか。それが実は世の人々は知らないでしょうが、真の神様、あなたがたが信じている創造の神様、唯一の神様を失い、神を離れてしまった結果ではないのか。それが本当に分かっていないのか。それで人々は疲れているのです。答えがないままさまよい続けているのではないのか。それを霊的な問題と言います。人々は神様のおっしゃることを破って罪を犯した結果。取り返しのつかない、絶対解決不可能な罪を犯し、神を離れてしまった。神を失っていのちを断たれてしまった結果、このような姿、不幸な人生を送っているのではないのか。彼らになにが必要でしょうか。本当に肩書きなのか。ノーベル賞をもらうような論文なのか。多くの若者が気が狂っていくようなアイドルや芸能人の慰めなのか。なにが世の中の人々に本当に必要なものなのでしょうか。彼らは神様に戻らないといけないし、神様のいのちをいただかないといけないし、神様と出会わなければいけないのではないのか。すべての罪が赦され、罪から解放され、罪から来る報酬、死と罪の原理、滅びとのろい、地獄の運命から解放され救われることが人々には必要なのではないか。それは民族とも関係ないのではないか。本当に人々の今の状態、姿が分かっていれば、真の救いが必要で、神にしかない、神様以外にはできない、神様から与えられる真の救いが、神様と出会う、神のいのちに預かる救いが必要なのではないか。それ以外には本当の意味で希望も答も何もないのではないのか。その神様が世の中を愛し、ひとり子キリストを送って、そのキリストが身代わりとして十字架にかけられ犠牲のいけにえとなられることによって、罪を許し罪を清め、神様と遮断されていた道を開いて、神のいのちに預かるように、神様とまた一緒になれるように神様は救いを約束されたキリストをとおして、キリストを送ることによって、それを神の契約と言います。そのキリストが来られたのです。今、彼らと一緒にいらっしゃる、彼らに語っていらっしゃるイエス様こそがその真の救いのためのキリストその方です。だから、あなたがたは、わたしをイエス様はキリストだと信じて従っているでしょう。イエスはそのキリストです。キリストに出会ったのか。本当にキリストは来られたのか。イエス様が本当に他の宗教指導者ではなく、本当の意味でキリストなのか。そうであるならばイエスがキリストであるというのは絶対的な答えで希望です。イエスがキリストだというのはそのイエスさま以外には道がまったくないし。希望もないということであり、またそのイエス様をとおして人生のすべての問題をすべて解決するということです。イエス様はキリストです。だから、イエス・キリスト以外には答えがないので、そのイエス様をとおして人は真の幸せと世の中では得られない真の安らぎと安息を受けるようになるものではないのか。

だから、人生において最も大切なのは、一番重要なのは救われることであり、救いのための道、約束キリストであり、そのキリストがイエスなのです。イエス・キリストのほかに、イエス・キリストのように大切で重要なものは他にありません。イエス・キリストが1番目で他が2番、3番ではなく、イエス・キリストしかありません。他の何ものにも比べることができません。一緒に対等に並べることができません。「今までは知りませんでした。けれども、キリストが来られてイエス様がキリストだと分かったそのときに人生においてなにが一番大事なのか、人間にとってなにが一番幸せなのか。なにが一番最も必要なのかということを私が分かりました」が仕えることのスタートです。仕えるということが分かったので、これから私が人生を生きる理由、私が存在する理由、人生そのものの理由が今までは何かいろいろあったかもしれません。そのすべてが一変してガラリと変わって人生の理由、生きる理由は一つに固まったということです。なにが人生において一番重要なのかが本当に分かったならば理由がひとつに固まるようになるしかありません。その理由は何でしょうか。生きる理由です。ひとつしかありません。ひとつに固まっていないのでしょうか。それはどうしてでも人々が「イエス様がキリストだ」ということを知ってもらうためというのが理由です。娘が誘拐された場合は、そのときまでは学校はどの学校、洋服はどこがいいのか、明日昇進するかしないかとテーマがいろいろあったかもしれません。娘が誘拐された途端に全部変わって「どうしたら娘は助かるか」それしか残らないでしょう。それと同じようにイエス様が本当に唯一の救い主、唯一の答えであれば、人生の理由は変わります。「どうしたら人々にイエス様がキリストであることを知ってもらい信じてもらうようにすることができるか」以外には理由はありません。それが基準になります。それを仕えると言います。そのように固まりました。私は弱い者かもしれません。あるいは神の祝福によってものすごい財産を持っているかもしれません。あるいは生まれたときから神様から絵を描く才能、音楽・建築の才能、よくしゃべる才能などいろいろな才能が与えられていましたが、そのすべて、それ自体は目的ではないし、それが偉くなるのか、磨かれてもっと優れたものになるのか、そうでないのかなどがテーマではなく、それとある意味では関係ありません。ひとつに固まります。ぜひイエス様がキリストですと告白する方であればひとつに固めてください。ひとつに固まったということに気づいていただきたいと思います。「どうすれば人々がイエスがキリストで、イエスが本当の希望でイエスが人生の答えだと知ってもらい信じてもらえるのか」これだけです。そして、イエスさまを信じてもらったときには、その人がどうすればイエスがキリストであることを味わい、それによって豊かになることができるか。これだけが理由です。それから、豊かに味わうようになればどうすればその人がイエス様がキリストであることを心からお証しして、イエスの証人になることができるか。そのことによって神様と通じ合う者になって残りの生涯、本物の奇跡の祝福の人生を生きてもらうことができるかが理由になります。それを仕えると言います。人々に仕えるということは単に丁寧に親切によくしてあげるということではありません。ひとつに理由が固まっているので、仕えるということは一言で申し上げますと、すべて人々をイエス様の方に向かわせることを仕えると言います。また別な言葉で言うと仕えるということはとにかく、人々の間でイエス様の御名が崇められ、イエス様が高められるようにすることを仕えるということです。なぜでしょうか。それしか希望がないという答えがはっきりしているのであれば、つまり、自分中心でない、自分がどれほど高くなるのか、自分の持っている肩書がどれほどの権力なのか、他の人と比べたときにどれほど偉いのかなどはテーマでありません。逆に言いますとそのようなことは違うので、卑屈になったり卑怯になったりがっかりしたりする必要もありません。それらにこだわって彼らのように「だれが偉いのか」という論議し争うようになりますと仕えるということと程遠いことになってしまいます。もうそれ自体がテーマでなくなります。皆さんが出世したり、教会の中でも牧師になったり長老になったり、あるいは社会的にも偉い人になったりすることは悪くありません。ただそれがテーマではありません。それによって笑ったり泣いたりするようなことは世の中の人がやることであって、あなたがたは違います。そこから一変してイエス様が基準です。イエス様が中心です。なぜでしょうか。イエス様しかキリストはいらっしゃらないからです。イエス様でなければ希望も安らぎも幸せも問題の解決もなにもありません。本当でしょうか。

だから、仕えるということはまずイエスがキリストだという告白からです。そうならば理由はひとつに固まります。どうしたらそのイエス様の方に向かうのかということです。それで今イエス様がおっしゃっているのは神様のいろいろな計画によって、ある人は高い地位に、ある人は長老に、ある人は執事に、またある人は音楽の教師に、ある人は金持ちにといろいろな形で神様が与えられるものがあります。そして、この理由が固まっているので私に与えられたすべてのもの、それが肩書であれ、目に見えるものであれ、すべてが他の人に仕えるために神様から許された道具です。理由がひとつに固まっている、それを仕えると言います。ですから、私に与えられる、たとえば社長という肩書があればその社長が偉そうにするためのものではなくて、その肩書をもって仕えます。それから大きく与えられた者は大きく仕えます。小さく与えられている者は小さく仕えればよいのです。理由はひとつに固まっています。仕えることだけです。それが神の国です。その答えを分かっている者をクリスチャンと言います。だから、当たり前に私が持っているものを自分のメリットのために、自分の権力のために、自分を高めて自慢にするためのものではありません。そうならば、それがあれば高慢になり、それがないとがっかりしたりするようになります。またそこで争いが起きて嫉妬したりねたんだり無視したりということがあるのです。神の国はそうではありません。そういったすべては神様の主権と神の計画によって与えられるものなのですが、仕えるための道具なのです。あなたがたの人生の理由はひとつしかありません。仕えることです。仕えるとは何でしょう。どうしたらイエス様の方に、イエス様に近づけるのか、それしか希望がないのです。そこにこそ真の幸せと本当の勝利の力があるのです。ですから、その理由が固まっていないと彼らのように見苦しい争いや葛藤などに捕らわれるようになります。私に与えられている肩書、牧師であれば牧師なりに待遇されるためにある者ではありません。だからといって牧師を軽く見てもよいという意味ではありません。皆さんは十分すぎるほど牧師を尊敬して待遇しなければなりません。ただ私はそういう意味で狙ってはいけないということです。それぞれ皆同じです。長老の方々,皆さん福音のために尊敬し祈り待遇しないといけません。けれども、長老がそのことのために、それが目的でそれをメインにして長老の立場に立っているということはおかしなことです。なぜ長老になったのでしょうか。長老の肩書とその祝福をもって仕えるためです。私たちは世の中に必要なのはそれしかないと分かっています。今NGO、NPOがアフリカの難民を助けています。それはもちろん必要なことなのですが聖書はそれを仕えるとは言いません。仕えるというのはどうしたらイエスの方に向かわせられるのかと考えることです。イエスしかキリストはいないから、イエス様しか人生の答えはありません。この答えを出して告白している者をクリスチャンと言います。けれども、その告白をしながらも理由がまだ固まっていません。なぜ学校に通っているのでしょうか。神様がなぜ皆さんに才能を与えられると思うのですか。これからレムナントの皆さんは就職していろいろな肩書が与えられ、いろいろな地位に就くかもしれません。できればもっと偉いところに行ってほしいです。なぜでしょうか。もっと偉く仕えるためです。もっと大きく仕えるためです。もしそうならなかった人はがっかりするのではなく、そうなっている人をうらやましいなとねたんだりしないで、今与えられている自分の立場、自分のもの、自分の位置においてその分仕えるところに持っていけば成功です。2タラントと5タラントと10タラントとそれぞれ与えられていますが目的は仕えるためです。仕えるようになればそれ自体が２か５か10かではありません。仕えたのかどうかによって神様に報われて祝福されるようになります。神の国は仕えるところです。他人に仕えるために神様から与えられた道具という思想、意識を持たないといけません。このことが分かっていないがゆえに弟子たちのように余計な争い、無駄な戦い、勘違いしている葛藤などに捕らわれるようになるしかありません。

それでイエス様はこのお話をしながらいきなり、シモンを呼びつけます。「シモン、シモン」。シモンとはペテロのことです。１２名の弟子の中でユダというイエスを売ったものは出てしまいました。１１名の弟子の中で私たちが見ている限りでもペテロが一番隊長のような人です。隊長のようだと皆がそう思っていて、たぶん１位はペテロとして除いて、２位がだれなのか争っていたかもしれません。それでペテロをまず呼んで「ペテロよ。悪魔はあなた方を麦のようにふるいにかけることを願って、ゆるされた。それで、あなたは倒れるようになります。それでも、わたしが立ち直るように、信仰が失せないように祈りました。だから必ず立ち直るようになります。そうしたらなにをするのか。兄弟たちを力づけてあげなさい」。これが仕えるということです。なぜこのように最後におっしゃったのでしょうか。するとペテロが「いいえ。私は覚悟ができています」と言いました。それでイエスは「今夜、鶏が鳴く前に三度わたしを否定するようになる。あなたは今肩書が隊長と呼ばれるような雰囲気だし、確かにそのような立場かもしれません。またそのような肩書をこれから与えるかもしれません」ペテロは実際、一番の弟子になってそのあと教会を仕切る責任者になりました。カトリックではそれを勘違いしペテロをものすごく偉い人としたのですが、確かにそのような肩書が与えられます。けれども、あなたが他の人より偉いからそうなるわけではありません。あなたがその肩書によって「私はあなたがたより偉いからこうなった」と言う資格などあなたにまったくない、本来を考えるとあなたはイエス様を三度否定しながらのろうような弱い者でありとんでもありません。偉いから肩書が与えられるということではないので勘違いしないでください。サンプルとしてペテロを取り上げておっしゃったのです。神の国はそういう意味で偉くなろうと言うところではありません。一般的に見たときに偉い何かが与えられたときにも確かに何かの目的があって与えられますが、それがそういう意味では違います。それであなたが立ち直ったら仕えなさい。つまり、仕えてもらうために与えられるものなので勘違いしてはいけません。ペテロに言ったのですから他は言うまでもありません。一番隊長だと思われている者に言ったので。それでイエス様は名指しでペテロを呼びよせておっしゃったのです。だれでも自ら自分を偉いというものはいません。だから、立場が偉くなったのは自分が偉いからではなくて本当はこんなにでたらめなとんでもない人間なのですが目的があって与えられたものなのです。兄弟を力づけてあげなさい。人々に仕えるために与えられるものであって世の中の人々が勘違いしているようにそういう概念、考え方などを持っていてはいけません。そのようにおっしゃいました。皆さん、神の国は仕えるところであって、仕えるために私たちに許されているものです。その典型的なところが教会です。ある人は長老を任命するときに名前が外れたということでつまずいて試みられて教会に来なくなる人もいます。あるいは裏でぐちぐち愚痴を言って教会を分離させるようなことをする人もいるようです。うちの教会ではありませんが。任命されるとき「私はやりません」と謙虚ではなく関わりたくないと拒否する者もいます。それも問題です。なぜか長老になったり重職者になると負担がいろいろかかるのではなく、神様がそれほど祝福して、また祝福されるからそれをもってもっともっと大きく仕えなさいということなので、なんと幸いでしょうか。偉そうになる必要もないし拒否する理由もありません。ひとつの例を申し上げるとそうなのです。すべてがそうです。皆さんの偉いこと、偉い立場、偉い才能などによって、あるいは皆さんのよい信仰などによって周りの他人がプレッシャーを感じて迷惑がかかるということなら本当に考えないといけません。そういうものではありません。それが仕えるための道具であれば、そのときから本当の意味で輝くようになるでしょう。そこに神様は奇跡を起こされるのです。
それから、最後ですがイエス様ご自身がこの仕えることのモデルになられました。だから、仕えるとおっしゃっています。マルコの福音書１０章４５節を見ると「わたしは仕えられるために来たのではなく、かえって仕えるために来た」とあります。わたしが罪人のために犠牲の贖いのいけにえになるために来たと、それが仕えるということです。つまり、イエス様は神様ご自身です。まったく罪のない方であり、キリストという役職を与えられました。それをどこに使ったのでしょうか。イエス様にしかできないことです。私たちがそのことをやろうとしてもできません。罪のない神様以外にできないので、そのイエス様に与えられていると言ったらおかしいのですが、とにかくイエス様ご自身が持っているそのすべてを罪人の救いのために全部捧げました。それを仕えると言いますそれがモデルです。キリストという役職を、神様ご自身というものすごい権威をそれに使いました。それが実現されたのがイエス・キリストの十字架です。今もうそろそろ十字架にかかろうとしているときに弟子たちはだれが偉いのだろうかと論議していました。結局同じです。十字架の苦しみを耐えていたのは仕えるためです。そうしないと私たちは救われることがないからです。イエス様を信じてもらうためにそうしました。今の私たちも同じです。私たちにあるすべてをもって、皆さんに与えられているものはそういう意味で大事にしないといけません。なぜでしょうか。道具だからです。それをもって他人、兄弟姉妹にイエス・キリストを知ってもらうためです。そこに真の救いがあるわけですから。それが仕えるということです。私にある役職、才能、財産、健康が他の人にイエス様を知ってもらってイエス様を味わってもらうために、これがどのように使われれば、どんな風にこれが用いられればよいのかを常に考え悩むということを祈りと言います。その人は必ず祝福されるようになるでしょう。イエス様は仕えるために十字架の道を歩きました。なぜかというとその道以外には道がなかったからです。仕える道はそれしかありませんでした。ですから、イエス様が仕えることのモデルであったということを忘れないで覚えていていただきたいと思います。私たちはイエス様の真似をするわけではありません。世の中に必要なのは救われることです。支配することではなく、自慢でもなく仕えることです。仕える人が必要です。仕えるために生まれました。仕えるために神の国に私を召され、神の国を味わって支配するために神様は王である祭司というものすごい肩書を皆さんに与えられました。ときにはその神の目的、人々の救いのために上下いろいろあるかもしれません。でもそれは世の中の概念とは違います。仕えるためにひとつの理由に固まっていないと混乱してしまいます。みな勘違いしてしまいます。余計なそうしなくてもよい無駄な葛藤や争いに捕らわれて巻き込まれるようになるしかありません。だから、神の国が仕える国であって、仕える者が今求められ、仕える者しか世の中に必要なもの、希望のある人はいません。
そうであればこれから結論です。今まで私たちにあった、今現在もあるかもしれません。あるいは自分の心の中にあるかもしれません。その余計な無駄な争いなどに心を奪われるようなことがないようにそこをきっぱりと断ち切るようにしましょう。またそのように間違っている概念による葛藤など、またすねてしまったことなどを悔い改めて全部捨てましょう。それからひとつに集中しましょう。イエス様が本当に唯一の人生の答えであるキリストであることに集中してそれを告白しましょう。まずは本当に告白しましょう。だから、理由がひとつに固まるように告白しましょう。キリストが必要です。皆さんの周りの人、兄弟姉妹にも、また現場の人々にもキリストであるイエス様が必要です。その理由が固まらない限りはクリスチャンとしての祝福は遠ざかり、サタンに攻撃される立場になるしかありません。だから、イエスがキリストであること、イエスが唯一の人生の答えであることに集中して告白しましょう。何回でも何回でも告白しましょう。そのたびそのたび告白しましょう。
それから、その告白の中にある祝福をまず自分自身が豊かに味わうようにして豊かな者になりましょう。肩書によってではなくイエス・キリストによって豊かになり、真の余裕を持つクリスチャンになりましょう。余計な争いなどに捕らわれないほど余裕のある者になりましょう。どうでもよいくらい。そこまでいってこれからは皆さんに今与えられているもの、与えられている場、位置において悩んでください。どうすればそれをもって教会に、兄弟姉妹に仕えることができるか。イエス様の方に持っていくことができるか、向かわせることができるかを悩んで祈るとそれが祈りです。そうすると加えてすべてを与えられるとおっしゃっているのでぜひ体験してください。皆さんの中の弱さ、病気も治ります。治してくださいと祈らなくても、どうしたらそれをもって兄弟姉妹、教会に仕えることができるか祈ってみましょう。

それから、皆さんの周辺のすべての人間関係を仕えるための対象として整理しましょう。皆さんの周りで関わっているすべての人、仕えてもらうために皆さんに与えられたのです。家族をはじめすべてです。それを悩んでください。どうすれば仕えることができるか。イエス様の方に向かわせることできるか。そこに行けば答えがあり、そこに行けば問題の解決があり、そこに行けば愉快になる日がきて、そこに行けば真の安らぎがそこにあるのですが、そこに行かないので、どうすればそこに行かせ向かわせることができるか悩んでください。そこに行かないで宗教に行ったり、お金を追いかけていったり、人間の方について行ったり、科学の理論について行ったり、自分の過去、傷に捕らわれてそこに引きずられて行ったりするから、どうすればイエス様の方に向かわせることができるか、その悩みが知恵であり祈りであり力です。そのようなクリスチャンになりましょう。そして、ひとりひとりがイエス様の方に向かわせられるようになったときに、それに気づいた兄弟姉妹とともに一緒にワンネスになって、また次元をアップして悩むようにしましょう。それがなにかというといまだにイエス様から完全に離れて神を失って離れている私たちの仕える奉仕が求められ必要な現場、現場の未信者にともに手を取り合って、どのように仕えることができるかを悩むようにしましょう。それをチームの働きと言います。それを教会のチームと言います。信徒同士の交わりというのはそういうものです。皆さん、そこにいる現場の兄弟姉妹がもしこれが通じ合うように私が仕えることができたならば、そのタイミングを計って、あるいは目標を先に提示することができます。この現場にこのような偶像、伝統は私たちが一番よく分かっています。こういう人々がこちらのAは、こちらのBはこういう問題、家庭の問題があるのではないか。彼らに私たちが仕えるべきではないのか。彼らにイエス様の方に向かわせるべきではないか。そのために神様は聖霊充満を私たちに約束しているのではないか。それをもとに祈りましょう。理由がひとつに固まっているから、難しいことも複雑なこともややこしいこともなにもありません。明白です。仕える者です。それを悩むというのは悪い意味での悩みではありません。聖なる悩みです。クリスチャンにこのような悩みがありません。余計な葛藤と悩みばかりです。約束します。皆さんがここまできて兄弟姉妹と、特に現場をもって手を取り合って現場の人々に仕えることを悩み始めると聖書に約束された奇跡とすべての祝福がありのまま書いてあるとおりに現れるようになることを約束します。あなたがたが病人の手を置けば病人は癒されます。イエスの名によって悪霊を追い出し蛇をもつかみ、新しい言葉を語るそのとおりになります。周りが見て神を崇めるようになります。そうすると事業、健康などはほったらかしでしょうか。全部その中に入っています。皆さんがものすごく謙虚なのに、ものすごくパワフルな存在に変えられ、その現場の主人公に立つようになりますので勘違いを捨てて仕える人生を生きてみましょう。私たちは神の国に召され神の国を生きる者です。世の国ではありません。世の国では権力、高いところ、偉い立場になりたいと必死です。なぜかと言うと別の理由があります。神様は私たちにそれとそれ以上のものを与えられるでしょう。そうでなくても構いません。理由が違います。ひとつに固まって仕えるために、イエスに向かわせるために。イエス様が主人です。自分が偉いかどうか一切関係ありません。イエス様が主人です。イエス様だけが崇められるところです。それが私たちの幸せです。神の国は仕えるところです。皆さんぜひ仕える祝福の主人公になって自分自身が癒される、まわりが癒される体験の主人公になっていただきたいと思います。
（お祈り）









、たルインです。ったースがが信じることがて冷やかしていたパリサイ人や律法学者た知
































































































　愛する天の父なる神様。イエス・キリストが罪人である私たちに仕えるために十字架の上で贖いの犠牲のいけにえとなられることによって、私たちは救われ神の子どもとされ、すべての祝福を与えられている幸いな者であることを感謝いたします。これから神の国を生きることを覚えさせてください。この世とは一変してガラリと変わって世の中の勘違いではなく、仕えるところであることを覚えさせ仕える主人公になるように、仕えることによる真の勝利を、奇跡を味わうことができるようにひとりひとりを祝福してください。私たちは世の中の人と一緒に振り回される者ではなく祝福されている存在であることを主よ、覚えさせてください。イエス・キリストの御名によってお祈りをいたします。アーメン。
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